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｜ 特 集 ｜
住み慣れた矢

ま ち
掛町で

健康寿命を伸ばそう！！
今月の
表紙

5月 5日、吉備公祭（関連記事8ページ）
子ども神楽の福の種を求めて元気いっぱいの子どもたち。



特集　住み慣れた矢掛町で健康寿命を伸ばそう！！

  

健
康
長
寿
っ
て
な
に
？

　
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
が
な
い

状
態
で
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
の
こ
と
で

す
。
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
間
に
は
、
男

性
で
約
9
年
、
女
性
で
約
13
年
の
差
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命
が
男
女
と

も
に
80
歳
を
超
え
る
日
本
。
矢
掛
町
で
も
、

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
老
齢
人
口
は
人

口
総
数
１
万
４
千
７
百
32
人
中
５
千
３
百
73

人
。
高
齢
者
率
は
36
・
47
％
と
な
っ
て
お
り
、

少
子
高
齢
化
は
右
肩
上
が
り
に
進
行
し
て
い

ま
す
。

　
誰
し
も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、

健
康
で
元
気
に
、
笑
顔
で
年
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
一
番
。
そ
の
た
め
に
、
日
々
の
生
活

習
慣
か
ら
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
町
で
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
定
期
的

に
「
ミ
ニ
お
達
者
教
室
」
を
開
催
。
毎
回
多

く
の
方
が
参
加
し
、
体
操
等
を
通
じ
て
健
康

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

表１ 今後の矢掛町の人口と高齢化率の推移
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住み慣れた矢掛町で

で笑顔 元気に長生き！！

住み慣れた矢掛町で

で笑顔 元気に長生き！！

保健福祉課地域包括支援センター
☎（82）1013　有線0572
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と
い
う
こ
と
。「
自
転
車
で
通
う
こ
と
は
危

な
い
か
ら
と
止
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
自
転
車
を
こ
い
で
く
る
こ
と
が
元
気
の

源
で
す
。」
と
西
野
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
以
前
あ
ば
ら
骨
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
完
治
さ
れ
、
自
転

車
通
い
も
復
活
。「
ミ
ニ
お
達
者
教
室
」
で

習
っ
た
体
操
等
は
ふ
と
し
た
時
に
家
で
思
い

出
し
て
や
っ
て
み
る
そ
う
。

　
趣
味
は
編
み
物
で
、「
編
み
物
は
手
先
も

頭
も
使
い
な
が
ら
で
き
る
の
で
良
い
で
す
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
昔
か
ら
朗
ら

か
な
性
格
で
、
あ
ま
り
悩
む
こ
と
は
無
か
っ

た
と
い
う
西
野
さ
ん
。
地
域
で
開
催
し
て
い

る
サ
ロ
ン
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
変
わ
ら
ず
元
気
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 「
ミ
ニ
お
達
者
教
室
」が

  

　
　
　
　
あ
な
た
の
地
区
へ

　
お
二
人
の
よ
う
に
、年
を
重
ね
て
も
な
お
、

い
き
い
き
と
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
は
、
町
内

に
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
町
で
は
よ
り
多

井辻　義美さん（小林）

西野　文惠さん（中）

　
井
辻
義
美
さ
ん
（
小
林
）
は
現
在
92
歳
で

一
人
暮
ら
し
。
ず
っ
と
ご
主
人
の
介
護
を
さ

れ
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
７
年
前
に
ご

主
人
が
他
界
。
そ
れ
か
ら
少
し
の
間
、
気
分

が
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
が
、
こ

れ
で
は
だ
め
だ
と
外
に
出
て
歩
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
92
歳
に
な
ら
れ
た
現
在
で
も
、
自
転
車
で

「
ミ
ニ
お
達
者
教
室
」
に
通
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
人
見
知
り
の
性
格
で
、
人
と

話
す
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
と
い
う
井
辻
さ

ん
。
し
か
し
、
年
を
重
ね
て
い
く
に
し
た
が

っ
て
考
え
方
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
そ
う
。「
ミ

ニ
お
達
者
教
室
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
と
お

し
ゃ
べ
り
が
で
き
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。」

　
食
生
活
に
つ
い
て
も
、
変
化
が
あ
り
、
現

在
で
は
好
き
嫌
い
な
く
、
肉
、
野
菜
等
満
遍

な
く
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
で
も
健
康

管
理
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

５
～
６
年
前
か
ら
は
趣
味
の
短
歌
や
俳
句
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
生
き
が
い

が
井
辻
さ
ん
の
元
気
の
支
え
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
家
に
一
人
で
い
る
の
は
退
屈
な
の
で
、
週

末
に
は
や
か
げ
町
家
交
流
館
の
谷
山
サ
ロ
ン

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
図
書
館
で
読

書
を
す
る
な
ど
自
分
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

ん
で
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
毎
年
子
ど
も
達
が
旅
行
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
る
の
を
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ず
っ
と
健
康
で
、
元

気
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
趣
味
を
生
き
が
い
に
頑
張
っ
て

長
生
き
し
た
い
で
す
。」
と
井
辻
さ
ん
は
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
西
野
文
惠
さ
ん
（
中
）
は
現
在
89
歳
。
お

住
ま
い
は
８
人
家
族
で
、
ひ
孫
さ
ん
に
パ
ワ

ー
を
も
ら
い
な
が
ら
生
活
さ
れ
て
い
る
そ

う
。「
ミ
ニ
お
達
者
教
室
」
に
は
、
開
始
当

初
か
ら
９
年
間
通
い
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

驚
き
な
の
は
、
ご
自
宅
か
ら
晴
れ
の
日
も
、

雨
の
日
も
自
転
車
で
通
っ
て
こ
ら
れ
て
い
る

3 平成28年５月号

く
の
方
に
ミ
ニ
お
達
者
教
室
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
6
月
か
ら
「
ミ
ニ
お
達
者
教
室
」
は
各

地
区
を
周
回
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
て
お
り
、
町
中
心
部
か
ら
離
れ
た
地
区

に
お
住
ま
い
の
方
の
参
加
率
が
低
調
に
な
り

が
ち
で
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
は
自
分
の
地
区
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
気
軽
に
、
多
く

の
方
に
「
ミ
ニ
お
達
者
教
室
」
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
他
の
地

区
に
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
）

　
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
笑
顔
で
元
気
に
長

生
き
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
７
２

6月のスケジュール
 6 月 1 日（水） 中川公民館
 6 月 2 日（木） 山田公民館
 6 月 8 日（水） 三谷公民館
 6 月 9 日（木） 小田公民館
 6 月 15 日（水） 美川公民館
 6 月 16 日（木） 矢掛公民館
 6 月 22 日（水） 川面公民館
※時間は午後1時30 分～2時30分です。

たくさんの仲間に囲まれ、
笑顔で、元気に。

１つ１つ年を重ねていく・・・。
自分の住み慣れた、
この矢

ま ち
掛町で。

　
こ
れ
が
私
の

　
　
　
　
元
気
の
秘
訣

ミニお達者教室

ずっと健康、元気！！生きがいを大切に。

日々、朗ら
かに。

家族円満の
輪の中で。



町
民
と
と
も
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
提
案
を
募
集

税・保
険
料
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

髙
月
監
査
委
員
が

岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

会
長
に
再
任

Information

　
４
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

総
会
に
お
い
て
、
髙
月
恭
平
監
査
委
員
が
同
協
議
会
会
長
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
同
日
か
ら
２
年
で
す
。

髙月　恭平　氏

　
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題

の
解
決
に
向
け
た
町
民
の
自

主
的
な
取
り
組
み
を
促
し
、

町
民
、
行
政
双
方
向
の
協
働

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
町
が
指

定
し
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
事

業
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
審

査
を
受
け
、「
矢
掛
町
提
案
型

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
制

度
補
助
金
」を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業

　
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
町
民

活
動
団
体
の
自
主
事
業

●
対
象
団
体

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
地
域
自
治
組

織
な
ど
の
営
利
を
目
的
と

し
な
い
活
動
団
体

●
補
助
金
額

　
事
業
に
要
す
る
経
費
（
上

限
20
万
円
・
２
団
体
程
度

を
想
定
）

　※

事
業
内
容
を
審
査
委
員

会
で
審
査
し
、
補
助
対
象

者
を
選
定
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
４
月
22
日
㈮

　
　
〜
６
月
17
日
㈮

　※

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
窓
口
に
設
置

し
て
い
る「
募
集
要
領
」を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

問 

総
務
企
画
課
地
方
創
生
係

　  

☎（
82
）１
０
１
０

　  

有
線
０
５
２
１

地
震
か
ら
我
が
家
を
守
る

安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
の
た
め
に
耐
震
診
断
を

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
建
築
物
は
一

般
的
に
地
震
に
弱
い
と
さ
れ

て
お
り
、
倒
壊
等
の
被
害
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ら
の
建
築
物

を
対
象
に
、
耐
震
診
断
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
専
門
家
に

よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
て
、

安
全
・
安
心
な
家
に
住
み
ま

し
ょ
う
。

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

性
が
基
準
未
満
と
判
定
さ
れ

た
建
築
物
の
耐
震
改
修
工
事

に
は
、
工
事
費
の
２
分
の
１

（
補
助
上
限
額
50
万
円
）
を

助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

 

問 

建
設
課
管
理
住
宅
係

　  

☎（
82
）１
０
１
４

　  

有
線
０
６
０
５

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

　
皆
さ
ん
か
ら
町
に
納
め
て

い
た
だ
く
税
・
保
険
料
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
各
保
険
を
円

滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
基

盤
と
な
る
貴
重
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
や
仕
事
の
事
情
な
ど

で
納
期
限
内
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
分
納
・
減
免
な

ど
の
納
付
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
特
に
悪
質
な
滞
納
に
関
し

て
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し

て
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、

給
与
な
ど
の
財
産
の
差
押
に

よ
る
強
制
処
分
を
行
い
ま
す
。

 

問 

町
民
課
資
産
税
係
・
住
民

　 

税
係

　  

☎（
82
）１
０
１
１

　  

有
線
０
５
６
１

矢
掛
町
職
員

嘱
託
保
育
士
を
募
集

●
資
格
要
件
等

保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

●
提
出
書
類
の
入
手
方
法

①
矢
掛
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
郵
便
請
求
に
よ
る
入
手
↓

封
筒
の
裏
に
『
受
験
申
込

書
請
求
』
と
『
職
種
」
を

朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
角
２
号
（
Ａ

４
判
）
を
同
封
し
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※

看
護
師
（
正
職
員
）、
介
護

福
祉
士
（
嘱
託
）
も
随
時
募

集
中
で
す
。
ご
家
族
、
ご
友

人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。

 

問 

総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　  

☎（
82
）１
０
１
０

　  

有
線
０
５
２
２

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
付
中

　
平
成
28
年
４
月
14
日
に
発

生
し
た
熊
本
県
熊
本
地
方
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の

地
震
に
よ
り
、
熊
本
県
益
城

町
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が

で
て
い
ま
す
。

　
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
義

援
金
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
受
付
期
間

　
４
月
18
日
㈪
〜
６
月
30
日
㈭

●
設
置
場
所

　
役
場
町
民
課
窓
口

　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
矢
掛
病
院

　
や
か
げ
郷
土
美
術
館

　
や
か
げ
町
家
交
流
館

●
中
国
銀
行
お
よ
び
ト
マ
ト

銀
行
で
は
、
義
援
金
の
振

り
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
窓
口
で
「
赤
十
字

義
援
金
専
用
振
込
用
紙
」

に
よ
り
お
振
込
み
く
だ
さ

い
。

←
役
場
町
民
課
窓
口
付
近
に

設
置
中
の
義
援
金
箱

 

問 

矢
掛
町
社
会
福
祉
協
議
会

　  

☎（
82
）０
８
４
８

　  

有
線
０
４
８
０

種　　　　別
給与の差押
預貯金の差押
年金の差押
生命保険の差押
その他債権の差押
合　　　　計

件 数
 1
23
 2
 1
14
41

差押金額（円）
    31,800
1,450,346
  180,000
    92,900
  139,937
1,894,983

平成27年度の差押実績
募集テーマ
⑴ 観光振興と産業
　 振興によるまちの賑わい創出
⑵ 子育てがしやすい地域づくり
⑶ 町民の健康増進
⑷ 中山間地域の活性化
⑸ 伝統・文化の継承
⑹ その他  矢掛町の人口減少対策

気
軽
に
親
子
で
遊
び
に
来
て
！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
土
曜
日
を
臨
時
開
所

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
土
曜
日
を
臨
時
開

所
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き

　
５
月
28
日
（
土
）

　
６
月
18
日
（
土
）

●
開
所
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

今
年
も
ホ
タ
ル
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間

　
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
は
、
ま

ま
ご
と
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
玩
具

な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
随
時
育
児
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
親

子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

問 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　  

☎（
82
）３
８
６
６

　  

有
線
９
６
２
２

安全・便利・確実な
　 口座振替をご利用ください
　税・保険料の納付には口座振替
をご利用ください。次の町指定金
融機関でお申し込みください。
　•中国銀行　　•トマト銀行
　•倉敷かさや農業協同組合
　•広島銀行　　•笠岡信用組合
　•ゆうちょ銀行

　
宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間
が

始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
中
は
井
原
線
矢
掛
駅

（
小
田
駅
経
由
）
か
ら
ホ
タ

ル
公
園
ま
で
の
区
間
を
無
料

送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ホ
タ
ル
公
園
お
よ

び
小
田
駅
に
は
駐
車
場
が
な

い
た
め
井
原
線
と
無
料
送
迎

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
公
園
内
の
養
殖
場

の
見
学
も
可
能
で
す
。

 

問 

産
業
観
光
課

　  

☎（
82
）１
０
１
６

！

！

！

！

！

納期限内に納付しなかった場合

悪
質
な
滞
納
の
場
合

（
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、
給

与
な
ど
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
に

よ
る
強
制
処
分
）

納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に

督
促
状
を
送
付

（
１
件
に
つ
き
50
円
督
促
手
数
料

＋
期
間
に
応
じ
た
延
滞
金
）

まちからの
お知らせ

耐震診断及び補強計画の自己負担額の例
（昭和 50年建築  木造瓦葺き２階建て、床面積 180㎡の住宅の場合）

耐震診断費用　　　70,000 円
町からの補助金　－60,000 円
自己負担額　　　　10,000 円

【耐震診断】

補強計画費用　　　70,000 円
町からの補助金　－60,000 円
自己負担額　　　　10,000 円

【補強計画】

●と　き　5月 27日㈮～ 6月 5日㈰
　　　　　※6月 4日㈯はホタル祭りです。
 行き　　　   通常運行 　　  （追加運行）
 矢掛駅発  午後7時15分 （午後8時10分）
 小田駅発  午後7時35分 （午後8時30分）
 帰り
 ホタル公園発 午後8時50分 （午後9時40分）

※雨天の場合は運休することがあります。
※追加運行は5月28日㈯、6月4日㈯、6月
5日㈰の3日間のみです。

4平成28年５月号

町
民
と
と
も
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
提
案
を
募
集

税・保
険
料
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

髙
月
監
査
委
員
が

岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

会
長
に
再
任

Information

　
４
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

総
会
に
お
い
て
、
髙
月
恭
平
監
査
委
員
が
同
協
議
会
会
長
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
同
日
か
ら
２
年
で
す
。

髙月　恭平　氏

　
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題

の
解
決
に
向
け
た
町
民
の
自

主
的
な
取
り
組
み
を
促
し
、

町
民
、
行
政
双
方
向
の
協
働

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
町
が
指

定
し
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
事

業
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
審

査
を
受
け
、「
矢
掛
町
提
案
型

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
制

度
補
助
金
」を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業

　
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
町
民

活
動
団
体
の
自
主
事
業

●
対
象
団
体

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
地
域
自
治
組

織
な
ど
の
営
利
を
目
的
と

し
な
い
活
動
団
体

●
補
助
金
額

　
事
業
に
要
す
る
経
費
（
上

限
20
万
円
・
２
団
体
程
度

を
想
定
）

　※

事
業
内
容
を
審
査
委
員

会
で
審
査
し
、
補
助
対
象

者
を
選
定
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
４
月
22
日
㈮

　
　
〜
６
月
17
日
㈮

　※

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
窓
口
に
設
置

し
て
い
る「
募
集
要
領
」を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

問 

総
務
企
画
課
地
方
創
生
係

　  

☎（
82
）１
０
１
０

　  

有
線
０
５
２
１

地
震
か
ら
我
が
家
を
守
る

安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
の
た
め
に
耐
震
診
断
を

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
建
築
物
は
一

般
的
に
地
震
に
弱
い
と
さ
れ

て
お
り
、
倒
壊
等
の
被
害
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ら
の
建
築
物

を
対
象
に
、
耐
震
診
断
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
専
門
家
に

よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
て
、

安
全
・
安
心
な
家
に
住
み
ま

し
ょ
う
。

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

性
が
基
準
未
満
と
判
定
さ
れ

た
建
築
物
の
耐
震
改
修
工
事

に
は
、
工
事
費
の
２
分
の
１

（
補
助
上
限
額
50
万
円
）
を

助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

 

問 

建
設
課
管
理
住
宅
係

　  

☎（
82
）１
０
１
４

　  

有
線
０
６
０
５

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

　
皆
さ
ん
か
ら
町
に
納
め
て

い
た
だ
く
税
・
保
険
料
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
各
保
険
を
円

滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
基

盤
と
な
る
貴
重
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
や
仕
事
の
事
情
な
ど

で
納
期
限
内
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
分
納
・
減
免
な

ど
の
納
付
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
特
に
悪
質
な
滞
納
に
関
し

て
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し

て
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、

給
与
な
ど
の
財
産
の
差
押
に

よ
る
強
制
処
分
を
行
い
ま
す
。

 

問 

町
民
課
資
産
税
係
・
住
民

　 

税
係

　  

☎（
82
）１
０
１
１

　  

有
線
０
５
６
１

矢
掛
町
職
員

嘱
託
保
育
士
を
募
集

●
資
格
要
件
等

保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

●
提
出
書
類
の
入
手
方
法

①
矢
掛
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
郵
便
請
求
に
よ
る
入
手
↓

封
筒
の
裏
に
『
受
験
申
込

書
請
求
』
と
『
職
種
」
を

朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
角
２
号
（
Ａ

４
判
）
を
同
封
し
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※

看
護
師
（
正
職
員
）、
介
護

福
祉
士
（
嘱
託
）
も
随
時
募

集
中
で
す
。
ご
家
族
、
ご
友

人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。

 

問 

総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　  

☎（
82
）１
０
１
０

　  

有
線
０
５
２
２

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
付
中

　
平
成
28
年
４
月
14
日
に
発

生
し
た
熊
本
県
熊
本
地
方
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の

地
震
に
よ
り
、
熊
本
県
益
城

町
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が

で
て
い
ま
す
。

　
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
義

援
金
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
受
付
期
間

　
４
月
18
日
㈪
〜
６
月
30
日
㈭

●
設
置
場
所

　
役
場
町
民
課
窓
口

　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
矢
掛
病
院

　
や
か
げ
郷
土
美
術
館

　
や
か
げ
町
家
交
流
館

●
中
国
銀
行
お
よ
び
ト
マ
ト

銀
行
で
は
、
義
援
金
の
振

り
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
窓
口
で
「
赤
十
字

義
援
金
専
用
振
込
用
紙
」

に
よ
り
お
振
込
み
く
だ
さ

い
。

←
役
場
町
民
課
窓
口
付
近
に

設
置
中
の
義
援
金
箱

 

問 

矢
掛
町
社
会
福
祉
協
議
会

　  

☎（
82
）０
８
４
８

　  

有
線
０
４
８
０

種　　　　別
給与の差押
預貯金の差押
年金の差押
生命保険の差押
その他債権の差押
合　　　　計

件 数
 1
23
 2
 1
14
41

差押金額（円）
    31,800
1,450,346
  180,000
    92,900
  139,937
1,894,983

平成27年度の差押実績
募集テーマ
⑴ 観光振興と産業
　 振興によるまちの賑わい創出
⑵ 子育てがしやすい地域づくり
⑶ 町民の健康増進
⑷ 中山間地域の活性化
⑸ 伝統・文化の継承
⑹ その他  矢掛町の人口減少対策

気
軽
に
親
子
で
遊
び
に
来
て
！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
土
曜
日
を
臨
時
開
所

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
土
曜
日
を
臨
時
開

所
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き

　
５
月
28
日
（
土
）

　
６
月
18
日
（
土
）

●
開
所
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

今
年
も
ホ
タ
ル
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間

　
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
は
、
ま

ま
ご
と
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
玩
具

な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
随
時
育
児
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
親

子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

問 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　  

☎（
82
）３
８
６
６

　  

有
線
９
６
２
２

安全・便利・確実な
　 口座振替をご利用ください
　税・保険料の納付には口座振替
をご利用ください。次の町指定金
融機関でお申し込みください。
　•中国銀行　　•トマト銀行
　•倉敷かさや農業協同組合
　•広島銀行　　•笠岡信用組合
　•ゆうちょ銀行

　
宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間
が

始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
中
は
井
原
線
矢
掛
駅

（
小
田
駅
経
由
）
か
ら
ホ
タ

ル
公
園
ま
で
の
区
間
を
無
料

送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ホ
タ
ル
公
園
お
よ

び
小
田
駅
に
は
駐
車
場
が
な

い
た
め
井
原
線
と
無
料
送
迎

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
公
園
内
の
養
殖
場

の
見
学
も
可
能
で
す
。

 

問 

産
業
観
光
課

　  

☎（
82
）１
０
１
６

！

！

！

！

！

納期限内に納付しなかった場合

悪
質
な
滞
納
の
場
合

（
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、
給

与
な
ど
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
に

よ
る
強
制
処
分
）

納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に

督
促
状
を
送
付

（
１
件
に
つ
き
50
円
督
促
手
数
料

＋
期
間
に
応
じ
た
延
滞
金
）

まちからの
お知らせ

耐震診断及び補強計画の自己負担額の例
（昭和 50年建築  木造瓦葺き２階建て、床面積 180㎡の住宅の場合）

耐震診断費用　　　70,000 円
町からの補助金　－60,000 円
自己負担額　　　　10,000 円

【耐震診断】

補強計画費用　　　70,000 円
町からの補助金　－60,000 円
自己負担額　　　　10,000 円

【補強計画】

●と　き　5月 27日㈮～ 6月 5日㈰
　　　　　※6月 4日㈯はホタル祭りです。
 行き　　　   通常運行 　　  （追加運行）
 矢掛駅発  午後7時15分 （午後8時10分）
 小田駅発  午後7時35分 （午後8時30分）
 帰り
 ホタル公園発 午後8時50分 （午後9時40分）

※雨天の場合は運休することがあります。
※追加運行は5月28日㈯、6月4日㈯、6月
5日㈰の3日間のみです。



町
民
と
と
も
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
提
案
を
募
集

税・保
険
料
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

髙
月
監
査
委
員
が

岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

会
長
に
再
任

Information

　
４
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

総
会
に
お
い
て
、
髙
月
恭
平
監
査
委
員
が
同
協
議
会
会
長
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
同
日
か
ら
２
年
で
す
。

髙月　恭平　氏

　
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題

の
解
決
に
向
け
た
町
民
の
自

主
的
な
取
り
組
み
を
促
し
、

町
民
、
行
政
双
方
向
の
協
働

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
本
町
が
指

定
し
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
事

業
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
審

査
を
受
け
、「
矢
掛
町
提
案
型

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
制

度
補
助
金
」を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業

　
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
町
民

活
動
団
体
の
自
主
事
業

●
対
象
団
体

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
地
域
自
治
組

織
な
ど
の
営
利
を
目
的
と

し
な
い
活
動
団
体

●
補
助
金
額

　
事
業
に
要
す
る
経
費
（
上

限
20
万
円
・
２
団
体
程
度

を
想
定
）

　※

事
業
内
容
を
審
査
委
員

会
で
審
査
し
、
補
助
対
象

者
を
選
定
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
４
月
22
日
㈮

　
　
〜
６
月
17
日
㈮

　※

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
窓
口
に
設
置

し
て
い
る「
募
集
要
領
」を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

問 

総
務
企
画
課
地
方
創
生
係

　  

☎（
82
）１
０
１
０

　  

有
線
０
５
２
１

地
震
か
ら
我
が
家
を
守
る

安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
の
た
め
に
耐
震
診
断
を

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
建
築
物
は
一

般
的
に
地
震
に
弱
い
と
さ
れ

て
お
り
、
倒
壊
等
の
被
害
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ら
の
建
築
物

を
対
象
に
、
耐
震
診
断
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
専
門
家
に

よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
て
、

安
全
・
安
心
な
家
に
住
み
ま

し
ょ
う
。

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

性
が
基
準
未
満
と
判
定
さ
れ

た
建
築
物
の
耐
震
改
修
工
事

に
は
、
工
事
費
の
２
分
の
１

（
補
助
上
限
額
50
万
円
）
を

助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

 

問 

建
設
課
管
理
住
宅
係

　  

☎（
82
）１
０
１
４

　  

有
線
０
６
０
５

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

　
皆
さ
ん
か
ら
町
に
納
め
て

い
た
だ
く
税
・
保
険
料
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
各
保
険
を
円

滑
に
運
営
し
て
い
く
上
で
基

盤
と
な
る
貴
重
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
や
仕
事
の
事
情
な
ど

で
納
期
限
内
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
分
納
・
減
免
な

ど
の
納
付
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
。
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
特
に
悪
質
な
滞
納
に
関
し

て
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し

て
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、

給
与
な
ど
の
財
産
の
差
押
に

よ
る
強
制
処
分
を
行
い
ま
す
。

 

問 

町
民
課
資
産
税
係
・
住
民

　 

税
係

　  

☎（
82
）１
０
１
１

　  

有
線
０
５
６
１

矢
掛
町
職
員

嘱
託
保
育
士
を
募
集

●
資
格
要
件
等

保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚

園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

●
提
出
書
類
の
入
手
方
法

①
矢
掛
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
郵
便
請
求
に
よ
る
入
手
↓

封
筒
の
裏
に
『
受
験
申
込

書
請
求
』
と
『
職
種
」
を

朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
角
２
号
（
Ａ

４
判
）
を
同
封
し
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※

看
護
師
（
正
職
員
）、
介
護

福
祉
士
（
嘱
託
）
も
随
時
募

集
中
で
す
。
ご
家
族
、
ご
友

人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。

 

問 

総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　  

☎（
82
）１
０
１
０

　  

有
線
０
５
２
２

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
付
中

　
平
成
28
年
４
月
14
日
に
発

生
し
た
熊
本
県
熊
本
地
方
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の

地
震
に
よ
り
、
熊
本
県
益
城

町
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が

で
て
い
ま
す
。

　
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
義

援
金
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
受
付
期
間

　
４
月
18
日
㈪
〜
６
月
30
日
㈭

●
設
置
場
所

　
役
場
町
民
課
窓
口

　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
矢
掛
病
院

　
や
か
げ
郷
土
美
術
館

　
や
か
げ
町
家
交
流
館

●
中
国
銀
行
お
よ
び
ト
マ
ト

銀
行
で
は
、
義
援
金
の
振

り
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
窓
口
で
「
赤
十
字

義
援
金
専
用
振
込
用
紙
」

に
よ
り
お
振
込
み
く
だ
さ

い
。

←
役
場
町
民
課
窓
口
付
近
に

設
置
中
の
義
援
金
箱

 

問 

矢
掛
町
社
会
福
祉
協
議
会

　  

☎（
82
）０
８
４
８

　  

有
線
０
４
８
０

種　　　　別
給与の差押
預貯金の差押
年金の差押
生命保険の差押
その他債権の差押
合　　　　計

件 数
 1
23
 2
 1
14
41

差押金額（円）
    31,800
1,450,346
  180,000
    92,900
  139,937
1,894,983

平成27年度の差押実績
募集テーマ
⑴ 観光振興と産業
　 振興によるまちの賑わい創出
⑵ 子育てがしやすい地域づくり
⑶ 町民の健康増進
⑷ 中山間地域の活性化
⑸ 伝統・文化の継承
⑹ その他  矢掛町の人口減少対策

気
軽
に
親
子
で
遊
び
に
来
て
！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
土
曜
日
を
臨
時
開
所

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
土
曜
日
を
臨
時
開

所
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き

　
５
月
28
日
（
土
）

　
６
月
18
日
（
土
）

●
開
所
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

今
年
も
ホ
タ
ル
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間

　
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
は
、
ま

ま
ご
と
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
玩
具

な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
随
時
育
児
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
親

子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

問 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　  

☎（
82
）３
８
６
６

　  

有
線
９
６
２
２

安全・便利・確実な
　 口座振替をご利用ください
　税・保険料の納付には口座振替
をご利用ください。次の町指定金
融機関でお申し込みください。
　•中国銀行　　•トマト銀行
　•倉敷かさや農業協同組合
　•広島銀行　　•笠岡信用組合
　•ゆうちょ銀行

　
宇
内
ホ
タ
ル
観
賞
旬
間
が

始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
中
は
井
原
線
矢
掛
駅

（
小
田
駅
経
由
）
か
ら
ホ
タ

ル
公
園
ま
で
の
区
間
を
無
料

送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ホ
タ
ル
公
園
お
よ

び
小
田
駅
に
は
駐
車
場
が
な

い
た
め
井
原
線
と
無
料
送
迎

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
公
園
内
の
養
殖
場

の
見
学
も
可
能
で
す
。

 

問 

産
業
観
光
課

　  

☎（
82
）１
０
１
６

！

！

！

！

！

納期限内に納付しなかった場合

悪
質
な
滞
納
の
場
合

（
土
地
建
物
や
預
貯
金
口
座
、
給

与
な
ど
の
財
産
の
差
し
押
さ
え
に

よ
る
強
制
処
分
）

納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に

督
促
状
を
送
付

（
１
件
に
つ
き
50
円
督
促
手
数
料

＋
期
間
に
応
じ
た
延
滞
金
）

まちからの
お知らせ

耐震診断及び補強計画の自己負担額の例
（昭和 50年建築  木造瓦葺き２階建て、床面積 180㎡の住宅の場合）

耐震診断費用　　　70,000 円
町からの補助金　－60,000 円
自己負担額　　　　10,000 円

【耐震診断】

補強計画費用　　　70,000 円
町からの補助金　－60,000 円
自己負担額　　　　10,000 円

【補強計画】

●と　き　5月 27日㈮～ 6月 5日㈰
　　　　　※6月 4日㈯はホタル祭りです。
 行き　　　   通常運行 　　  （追加運行）
 矢掛駅発  午後7時15分 （午後8時10分）
 小田駅発  午後7時35分 （午後8時30分）
 帰り
 ホタル公園発 午後8時50分 （午後9時40分）

※雨天の場合は運休することがあります。
※追加運行は5月28日㈯、6月4日㈯、6月
5日㈰の3日間のみです。

5 平成28年５月号



1 豊かな心・健やかな体の育成
⑴豊かな心の育成
⑵健康づくりの推進

2 確かな学力の向上
⑴学力不振児童・生徒の解消
⑵学力・学習状況改善プラン
　の策定と実施
⑶コミュニケーション能力の育成
⑷家庭学習の充実
⑸保幼小中学校生活・学習規律等一貫指導プランの推進

3 特別支援教育の充実
　�⑴�全校園の教職員研修の充実と指導
力の向上

　�⑵�特別支援教育の観点を生かした通
常学級における指導の工夫

　�⑶�特別支援教育支援員の配置による
支援の一層の充実

　⑷�教育と福祉の連携による支援の充実（子ども支援会議の開催）

4 不登校児童・生徒の解消
　⑴「魅力ある学校づくり」の推進
　⑵教育相談活動の充実（各校アンケート実施および矢掛町教育相談室の充実）
　⑶�小中連携による「つながり」のある指導の推進
　⑷�スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等との連携

5 学校・家庭・地域が連携した教育の推進
⑴地域とともにある「開かれた学校づくり」の推進
⑵コミュニティ・スクールの推進
⑶学習支援ボランティアによる支援の充実

6 教職員の資質向上
⑴授業実践研究を通した指導力の向上
⑵教職員の「やりがい感」の醸成
⑶全教職員・関係者・専門家による学校評価を踏まえた教育実践
⑷やる気いっぱい、感動いっぱい、元気いっぱいの教職員集団

7 キャリア教育の推進
⑴望ましい勤労観や職業観の育成に向けた教育活動の整備
⑵職場体験学習やボランティア活動の推進��

平成28年度教育行政重点施策

↑５年生連合海の学習

↑矢掛町家庭学習強化期間呼びかけ

↓外国語指導助手による英語活動授業

↑中学生ペア学習

↑�互いに認め合う「心の花」活動
↑親子でインターネットモラル教室

学校
教育

　ふる里やかげを愛し、ふ る里やかげに貢献するたくましい子ども
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ― 保・幼・ 小・中・高のつながりを大切にして ―
　家庭、学校、地域が連携し、豊かな心を育み、地域 で活躍できる人材の育成に取り組むとともに、子どもたちの確かな学力の向上を図り、
「ふる里やかげを愛し、ふる里やかげに貢献するたく ましい子どもの育成」を目指します。
　また、生涯学習を積極的に推進し、文化・スポーツ の振興を図り、いつでも、どこでも、誰もが学べる仕組みづくりを目指します。

《矢掛町が目指す子ども像》

6平成２8年5月号



8 学校教育の教育体制・
　 教育環境の整備
　⑴小規模校活性化等の検討
　⑵小小連携・小中連携の強化・拡充

9 就学前教育の充実
　⑴幼保一元化をふまえた就学前教育
　　のあり方の検討
　⑵保幼小接続プログラムの検討
　⑶保育園・幼稚園における英語活動の充実

1 推進体制の整備と充実
⑴地域・学校・県・他市町村等関係機関との連携による人的・
　物的な学習環境の整備
⑵生涯学習情報発信の充実
⑶生涯学習振興大会の充実と参加者の交流促進

2 学校・家庭・地域社会との連携強化
⑴青少年教育の充実、成人・高齢者の生涯学習活動への参加促進
⑵学校・家庭・地域の連携による教育支援活動の充実
⑶地区公民館等の行事への児童生徒の参画促進
⑷土曜日教育支援事業の推進
⑸防災教育の観点に立った体験活動の推進

3 家庭教育の充実
　⑴親育ち応援学習講座の支援
　⑵家庭教育学級の支援

4 芸術・文化の振興
　⑴文化協会等芸術・文化団体の支援
　⑵指定文化財の保護・保存施策の充実
　⑶重要伝統的建造物群保存地区選定に向けての取り組み

5 文化施設の充実および活用の拡充
　⑴文化センター、図書館、美術館等を利用した学習機会の充実
　⑵図書館の読書環境の整備
　⑶参加型美術館の推進

6 スポーツ・レクリエーション活動の振興
⑴スポーツイベント・スポーツ教室の充実
⑵スポーツ施設の活用促進
⑶体育協会・スポーツ少年団等のスポーツ団体との連携��

7 人権意識の高揚
⑴人権教育講座・研修会の充実
⑵地域住民および町内企業への研修機会の充実

ふる里やかげを愛し、ふる里やかげに貢献するたくましい子ども
－保・幼・小・中・高のつながりを大切にして－

↑�地域の方ととんど祭り（川面幼）

↑�海洋センター体育館を利用したスポーツ大会

↑町並み写生大会

生涯
学習

　ふる里やかげを愛し、ふ る里やかげに貢献するたくましい子ども
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ― 保・幼・ 小・中・高のつながりを大切にして ―
　家庭、学校、地域が連携し、豊かな心を育み、地域 で活躍できる人材の育成に取り組むとともに、子どもたちの確かな学力の向上を図り、
「ふる里やかげを愛し、ふる里やかげに貢献するたく ましい子どもの育成」を目指します。
　また、生涯学習を積極的に推進し、文化・スポーツ の振興を図り、いつでも、どこでも、誰もが学べる仕組みづくりを目指します。

《矢掛町が目指す子ども像》
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8平成28年５月号

　5月 11日、矢掛町総合運動公園多目的グラウン
ドで「第２回矢掛町総合運動公園開園記念グラウン
ド・ゴルフ交歓大会」が行われました。
　昨年に引き続き、２度目の開催となるこの大会。
この日は、井笠地域をはじめ、倉敷市、総社市から
グラウンドゴルフ愛好者約460人が参加。前日ま
での雨も止み、参加者は仲間たちと和やかにプレイ
を楽しみました。

　4月21日、町廃棄物減量等推進審議会（村本茂樹
会長）が開催され、山野町長から村本会長に諮問書
を手渡しました。
　町は今年2月に平成28年度から10年間のごみ処
理の指針となる「町一般廃棄物処理基本計画」を策
定しました。家庭と事業所からのごみ排出量を平成
25年度の3833トンから平成37年度までに約11％
の422トンを削減する数値目標を設定。この目標
達成に向け、今年度の審議会では指定ごみ袋の導入
に向けて種類や販売価格、サイズについて審議する
予定です。

ホールインワン目指して、熱戦を展開！

指定ごみ袋導入に向け、意見を交わす

恒例の吉備公祭、多くの来場者で賑わう

優雅な箏の音色にうっとり

　５月５日、日本の歴史公園百選に選定されている
吉備真備公園（東三成）で恒例の吉備公祭が行われ
ました。
　この日は、神事が行われた後に子ども神楽やカラ
オケ大会、恒例の餅まき大会が行われました。
　さらに、倉敷市出身で平成のザ・ピーナッツと呼
ばれる「まゆ・みゆ」の双子歌手歌謡ショーが行わ
れ、来場者は大いに盛り上がりました。

　4月 17日、やかげ文化センターで「砂崎知子箏
コンサート～春をうたう～」が開催されました。
　砂崎さんは岡山市出身の箏曲家で、この日は自身
が設立した箏道音楽院の会員らを含め約20人が出
演。さらに、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
の元首席ソロ・チェロ奏者フランツ・バルトロメイ
さんも登場し、約460人の来場者は箏とチェロの
美しいハーモニーを堪能しました。

↑多くの来場者でにぎわう会場

↑山野町長から村本会長に諮問書が手渡されました。

↑箏とチェロの美しいハーモニーが響きわたりました。

まちの
わだい

↑狙いを定めて、ショットを放つ参加者。



9 平成28年５月号

今 月 の 出 来 事 まちのわだい

　4月 15日、佐伯一美さん（里山田）が 100 歳
のお誕生日を迎えられ、武井副町長らが自宅を訪れ、
記念品を贈り長寿を祝いました。
　佐伯さんは100歳を迎えてもなお、はつらつと
した口調で話され、お身体も健康そのもの。多彩な
趣味特技をお持ちで、この日に合わせ、自身の戦時
中の経験等をまとめた自分史を執筆。
　佐伯さんは、「自分の体に注意しながら、110歳
を目標にまだまだ長生きしたい。」と力強く話され
ていました。

家族に囲まれ長寿を祝う

書道の上達を祈り、使い古しの筆を供養
　4月 23日、吉備真備公園入口の筆塚で筆塚祭が
行われました。この筆塚は矢掛町名誉町民の書家・
田中塊堂氏が使い古された筆を供養するために建立
されたものです。
　この日は中川小学校の児童代表が使い古しの筆を
納めた後、参列者が献花を行いました。

↑植え付けを行ったプランターの前でハイチーズ！

↑「百歳元気」と書かれた色紙を手に微笑む佐伯さん

　４月４日から矢掛町オリジナルナンバープレー
トの交付が開始されています。
　これは、新規登録の50cc以下原動機付自転車に
対して交付されるもので、ご当地ナンバープレート
を付けることで、地元への愛着をより一層持ち、交
通安全を心がけてもらうことを目的としています。
　記念すべき第１号の交付に際して、特別にやかげ
観光大使やかっぴーから直接ナンバープレートが
手渡されました。

矢掛町オリジナルナンバープレート交付開始

↑やかっぴーから直接プレートが手渡されました。

おいしいバターナッツにな〜れ！
　5月11日、矢掛幼稚園でバターナッツ（カボチャ）
の植え付けが行われました。
　これは、矢掛町農業委員会が取り組んでいるバタ
ーナッツの普及活動の一環として行われたもので、
園児たちはプランターにバターナッツの種を丁寧
に植え付けました。
　バターナッツは、あまり知られてはいませんが、
食べ味が良く、ヘルシーであるということから近年
人気が高まってきています。秋の収穫を楽しみに、
毎日の水やりを頑張りたいと園児たちは張り切っ
ていました。



　

6月の健康カレンダー
Health  Calendar　JuneHealth  Calendar　June

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

16日㈭ 栄養改善教室午前9時～午後 1時

21日㈫
すこやか育児学級
対象：8～11ヶ月児
　　　4～  7ヶ月児

午前9時～9 時10分
午前10時～10時10分

  1日㈬ 1歳6ヵ月児健康診査午後0時30分～1時
14日㈫ 育児相談午前 9 時～11 時

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  5日㈰
12日㈰
19日㈰
26日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)０３０８鳥　越　病　院
☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)３１１３筒　井　医　院

と　　き 病　　　院　　　名

●大人は生活習慣を見直して、歯周病を撃退！！
　①毎日正しいブラッシングを心がける
　②１年に１～２回、歯石を除去する
　③規則正しい生活と十分な睡眠をとる
　④ストレスを溜めないようにする
　⑤食べ物はしっかり噛んで食べる
●子どもは虫歯に気をつけよう！！
　①おやつは時間を決めて１日２回まで
　　（おやつは果物や芋、牛乳、乳製品がおすすめ!!）
　②夜、寝る前の歯磨きは特に丁寧に
　③普段からかかりつけの歯科医院を持ち、定期的に
歯科健診を受ける

　健康な歯は、良い生活習慣によって作られ、丈夫な歯はからだ全体の健康を支えてくれます。歯と口の健康週
間を前に、自分の生活習慣を見直し、歯の健康について考えてみましょう。

保健福祉課 健康管理センター
　 ☎（82）1013　 有線　9630

健康も楽しい食事も良い歯から
～6月4日から10日まで歯と口の健康週間です～

食べ物

虫歯菌 ＋

むし歯

歯質

時間の経過

問

排水設備工事費補助制度
矢掛町各処理区の水洗化率

（平成28年4月1日現在）

排水設備工事資金利子補給制度

水洗化水洗化で変
わる

矢掛町の環
境

水洗化により、快適な生活環境を整備することができます。
水洗化の主なメリットは以下のとおりです。
　①トイレの嫌な臭いがなくなる。
　②ハエや蚊などの発生を防ぎ、衛生的。
　③水路等へ生活雑排水の排出がなくなり、地域の環境衛生が向上する。
さまざまな制度を利用して、水洗化にご協力ください。

　生活雑排水対策を推進するため合併処理浄化槽を設置される人
に補助金を交付しています。下記の補助制度と併せてご利用いた
だけます。
●補助対象区域
　公共下水道の区域及び農業集落排水処理施設の区域を除いた区
域
●主な補助要件
　•町税に滞納がないこと
　•平成28年度内に工事が
　　完成すること

　下水道の排水設備工事に係る費用を補助します。
●対象となる工事・条件
　•排水設備工事資金利子補給制度と同様
●補助対象者
　•次の①～③のいずれかに該当し、
　　世帯全員の町民税が均等割額以下の世帯であること
　①世帯全員が満65歳以上の世帯
　②18歳未満の子どもがいる一人親世帯
　③1級または2級の障害手帳を持つ人がいる世帯
●補助金額
　補助対象費の3分の1以内（上限20万円）

　下水道排水設備の工事関係資金として認定された融資金額に対する利子を全額（上限100万円）補給します。
●対象となる工事・条件
　•宅内排水設備の工事資金（新設・改築・浄化槽への接続・浄化槽から下水道への接続・水洗便所への改造等）
　•矢掛町内の既存の建築物（新築は除く）
　•町税等を滞納していない世帯の人であること
●利子補給の条件
　•矢掛町内に所在する金融機関の支店からの融資であること
　•排水設備工事関係資金として認められた額の100万円以内（上限100万円）
　•他の補助金制度がある場合は、排水設備工事関係資金から控除して利子補給額を算出

↑やかっぴーデザインのマンホール蓋
（役場ロビーに展示中）

合併処理浄化槽設置補助金

 処　 理　 区
公 共 下 水 道 処 理 区
農業集落排水西三成処理区
農業集落排水中処理区
農業集落排水東三成処理区
農業集落排水横谷処理区
合併処理浄化槽処理区
矢　掛　町　全　域

水 洗 化 率
69.1％
95.7％
94.9％
88.0％
81.3％
39.6％
70.8％

●補助金額
人槽区分 補助金限度額
５人槽 35万4千円
７人槽 46万3千円

10人槽 82万4千円

 問 上下水道課下水道業務係  ☎（82）0173  有線 0570

むし歯をつくる原因
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6月の健康カレンダー
Health  Calendar　JuneHealth  Calendar　June

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

16日㈭ 栄養改善教室午前9時～午後 1時

21日㈫
すこやか育児学級
対象：8～11ヶ月児
　　　4～  7ヶ月児

午前9時～9 時10分
午前10時～10時10分

  1日㈬ 1歳6ヵ月児健康診査午後0時30分～1時
14日㈫ 育児相談午前 9 時～11 時

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  5日㈰
12日㈰
19日㈰
26日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)０３０８鳥　越　病　院
☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)３１１３筒　井　医　院

と　　き 病　　　院　　　名

●大人は生活習慣を見直して、歯周病を撃退！！
　①毎日正しいブラッシングを心がける
　②１年に１～２回、歯石を除去する
　③規則正しい生活と十分な睡眠をとる
　④ストレスを溜めないようにする
　⑤食べ物はしっかり噛んで食べる
●子どもは虫歯に気をつけよう！！
　①おやつは時間を決めて１日２回まで
　　（おやつは果物や芋、牛乳、乳製品がおすすめ!!）
　②夜、寝る前の歯磨きは特に丁寧に
　③普段からかかりつけの歯科医院を持ち、定期的に
歯科健診を受ける

　健康な歯は、良い生活習慣によって作られ、丈夫な歯はからだ全体の健康を支えてくれます。歯と口の健康週
間を前に、自分の生活習慣を見直し、歯の健康について考えてみましょう。

保健福祉課 健康管理センター
　 ☎（82）1013　 有線　9630

健康も楽しい食事も良い歯から
～6月4日から10日まで歯と口の健康週間です～

食べ物

虫歯菌 ＋

むし歯

歯質

時間の経過

問

排水設備工事費補助制度
矢掛町各処理区の水洗化率

（平成28年4月1日現在）

排水設備工事資金利子補給制度

水洗化水洗化で変
わる

矢掛町の環
境

水洗化により、快適な生活環境を整備することができます。
水洗化の主なメリットは以下のとおりです。
　①トイレの嫌な臭いがなくなる。
　②ハエや蚊などの発生を防ぎ、衛生的。
　③水路等へ生活雑排水の排出がなくなり、地域の環境衛生が向上する。
さまざまな制度を利用して、水洗化にご協力ください。

　生活雑排水対策を推進するため合併処理浄化槽を設置される人
に補助金を交付しています。下記の補助制度と併せてご利用いた
だけます。
●補助対象区域
　公共下水道の区域及び農業集落排水処理施設の区域を除いた区
域

●主な補助要件
　•町税に滞納がないこと
　•平成28年度内に工事が
　　完成すること

　下水道の排水設備工事に係る費用を補助します。
●対象となる工事・条件
　•排水設備工事資金利子補給制度と同様
●補助対象者
　•次の①～③のいずれかに該当し、
　　世帯全員の町民税が均等割額以下の世帯であること
　①世帯全員が満65歳以上の世帯
　②18歳未満の子どもがいる一人親世帯
　③1級または2級の障害手帳を持つ人がいる世帯
●補助金額
　補助対象費の3分の1以内（上限20万円）

　下水道排水設備の工事関係資金として認定された融資金額に対する利子を全額（上限100万円）補給します。
●対象となる工事・条件
　•宅内排水設備の工事資金（新設・改築・浄化槽への接続・浄化槽から下水道への接続・水洗便所への改造等）
　•矢掛町内の既存の建築物（新築は除く）
　•町税等を滞納していない世帯の人であること
●利子補給の条件
　•矢掛町内に所在する金融機関の支店からの融資であること
　•排水設備工事関係資金として認められた額の100万円以内（上限100万円）
　•他の補助金制度がある場合は、排水設備工事関係資金から控除して利子補給額を算出

↑やかっぴーデザインのマンホール蓋
（役場ロビーに展示中）

合併処理浄化槽設置補助金

 処　 理　 区
公 共 下 水 道 処 理 区
農業集落排水西三成処理区
農業集落排水中処理区
農業集落排水東三成処理区
農業集落排水横谷処理区
合併処理浄化槽処理区
矢　掛　町　全　域

水 洗 化 率
69.1％
95.7％
94.9％
88.0％
81.3％
39.6％
70.8％

●補助金額
人槽区分 補助金限度額
５人槽 35万4千円
７人槽 46万3千円

10人槽 82万4千円

 問 上下水道課下水道業務係  ☎（82）0173  有線 0570

むし歯をつくる原因
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ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350

　ふれあい会館は、コミュニティーセンターとして活用してもらえる町立の福祉施設です。
各種相談事業をはじめ、教養文化活動の充実や地域のボランティアグループとの連携など、
地域社会に密着して人権問題に対する理解を深めるための啓発活動をしています。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

《 太 極 拳 》

ふれあい会館へお気軽にお立ち寄りください！

＜開設講座＞
料理・絵手紙（月１回・年会費1,800円）
大正琴・華道・着付け・洋裁・煎茶・パッチワーク・書道・
抹茶（月２回・年会費3,600円）
太極拳（月３回・年会費5,400円）
＜自主講座＞
健康・ヨガ・カラオケ・読み語りサークル「コロボックル」

講座が始まりました
　ふれあい会館の講座は、技能習得の中で人との交流・ふれあいを大切にしています。定員に満たない講座は、
男女を問わず、初心者の方からでも広く受講生を募集しています。詳しくはお問い合わせください。

《 絵 手 紙 》



　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室 収蔵品展「田中塊堂とその一門展」・「佐藤一章作品展」
　　　　　会期/開催中〜平成 28年 6月 12日（日）

企画展「生誕111年　佐藤一章展」
　　　　　会期/平成 28年 6月 17日（金）〜9月25日（日）

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

町民ギャラリー

◆矢掛きり絵展　　　　　　　　　　　　　　5月18日（水）〜5月22日（日）
◆第 4回どんぐり写真クラブ展　　　　　　　6月���4日（土）〜6月11日（土）
◆矢掛写真の日・写真展「わたしの矢掛」　　6月12日（日）〜6月19日（日）

＊鑑賞無料

は休館日

6月の図書館カレンダー

26 27 28

日

6 7 8
1

109
2 3

11
4

12
5
13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25
29 30

火水木金土月

5月の休館日
　23日（月）・30日（月）

　本を返される時、「主人と一緒に読ませてもらいまし
た。ありがとうございました。」と女性の方が声をかけ

てくださいました。「私が借りて帰った本を主人も読むんですよ。本を選ぶ時に、この本
は主人も読むかな？といろいろ思いながら選ぶのが楽しみなんです…」と軽やかな足取り
で書棚の方へ行かれました。きっとお家で本の感想などで会話が弾んでいるのかな…と、
こちらもうれしくなりました。

図書館のイベント ※�日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

おすすめの1冊

僕が、偶然病院で拾った1冊の文庫本。
それはクラスメイトである山

やま
内
うち
桜
さ く ら
良が

綴った、秘密の日記帳だった…。2016
年度本屋大賞第２位受賞作品。

ピアノの調律に魅せられた一人の青年
が、調律師として、人間として成長す
る姿を温かく描いた物語。2016年度
本屋大賞受賞作品。

「 君の膵臓をたべたい 」
　　住野　よる／著　双葉社

「 羊 と 鋼 の 森 」
　　森下　奈都／著　文藝春秋

カウンターからの情景

えいごであそぼう
◆と　き　6 月 11 日㈯　午前10時30分～
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※ 先生の都合により日時が変更になる場合があり

ます。

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　5 月28日㈯・6 月 25 日㈯
　　　　　　午前10時30分～
◆ところ　図書館
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵

本の読み聞かせやエプロンシアター、
おりがみ教室など

　生誕 111周年を記念して、佐藤一章展を開催。
佐藤一章は、生涯を通して「東洋の伝統に基づい
た絵画を描く」という信念のもと、日本人の生活
から生まれる絵画を追究しました。本展では油彩
を中心に、素描などもあわせて紹介します。
　日常生活から生まれた作品をお楽しみください。

佐藤一章「霧の朝」

佐藤一章「紫陽花」
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読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

美
術
館
短
歌
講
座
五
月
作
品

�

谷
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史
子
選

野
面
積
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石
垣
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ふ
迎
春
花�

毛
利
　
英
子

奉
納
の
植
木
を
選
ぶ
植
木
市�

三
宅
　
信
子

抗
は
ず
あ
え
か
に
白
し
雪
柳�

神
田
　
敏
枝

ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー
都
お
ど
り
の
夢
心
地�

山
岡
　
　
笙

ス
カ
ー
フ
を
選
り
か
ね
て
ゐ
る
花
曇�

小
川
　
敦
子

老
桜
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
そ
の
樹
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に�

河
相
　
早
織

花
に
酔
ひ
曲
る
堤
を
漫
ろ
ゆ
く�

山
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宏

海
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向
く
畑
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桃
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安
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光
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潜
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選
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吟

花
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一
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有
安
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へ
た
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篠
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琴
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こ
え
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ま
つ
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木
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じ
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出
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選
　
者
　
詠

       ふじわら  り   と

藤原理登くん（小林）
（H27年 5 月 9 日生まれ）
これからも可愛い笑顔を振り
まいてね♬

　  た なべ  み   こ

田邉実子ちゃん（東川面）
（H27年 5 月24 日生まれ）
にこにこ笑顔で
実りある毎日を送ってね☆

      お  ごうそう た

小郷湊太くん（東三成）
（H27年 5 月12 日生まれ）
いつも笑顔をありがとう♡
すくすく元気に育ってね！

    かた やまあや  の

片山綾乃ちゃん（小田）
（H27年 5 月19 日生まれ）
明るく元気に大きく育ってね
大好きだよ♡

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

★ 対 象 者★　町内在住で平成 27 年
6 月生まれのお子さん

★応募期限★
　平成28年5月31日（火）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③生年月日④電話番号
⑤20字程度のメッセージを添えて
ご応募ください。

★ 応募・お問い合わせ★
　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？

訂正とおわび
　広報やかげ4月号
の「我が家のアイド
ル」で氏名の漢字に
誤りがありました。
　正しくは、
「平野晴太朗」くん
でした。訂正してお
詫びいたします。
　　　総務企画課
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,719人（－13） 
　男　     7,022人（－  7） 
　女　     7,697人（－  6）
世帯数　  5,363世帯（＋4）

平成28年５月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

クールビズ
実施中
〜10月31日まで〜

◉ 冷房時の室温は28℃設定
◉  町主催の会議・行事においては
　「ノーネクタイ・ノー上着」
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　国・県の「地球温暖化防止対策」「省
エネルギー対策」に向けた取り組み
を受け、矢掛町も５月1日㈰～ 10
月 31日㈪までクールビズに取り組
みます。

町
民
レ
ク
大
会
参
加
者
募
集

　
長
な
わ
と
び
、
玉
入
れ
、
サ
イ
コ

ロ
の
総
合
点
を
競
う
「
第
12
回
矢
掛

町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

◦
と
　
き　
６
月
18
日
㈯
午
後
６
時

15
分
～

◦
と
こ
ろ　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

◦
参
加
資
格　
町
内
居
住
ま
た
は
町

内
の
職
場
に
勤
務
す
る
人
。
１
チ
ー

ム
10
人
（
監
督
１
人
、コ
ー
チ
１
人
、

選
手
８
人
）

◦
参
加
費　
無
料

◦
申
込
方
法　
５
月
27
日
㈮
ま
で
に

申
込
書
に
記
入
の
上
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０

　
有
線
２
６
２
０

夏
休
み
期
間
中
の
プ
ー
ル

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
矢
掛
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
夏
休
み
期
間
中
の
プ
ー
ル
監
視

等
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

◦
勤
務
内
容　
プ
ー
ル
監
視
、
受
付

事
務
、
施
設
管
理
補
助
、
体
育
行
事

補
助
他

◦
任
用
期
間　
７
月
20
日
㈬
～
８
月

31
日
㈬

◦
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

◦
募
集
人
員　
数
名
（
高
校
生
ま
た

は
大
学
生
）

◦
賃
　
金　
５
千
７
百
円
／
１
日

◦
募
集
期
間　
５
月
24
日
㈫
～
６
月

24
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

■問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０　
有
線
２
６
２
０

夏
休
み
水
泳
教
室
生
募
集
！

　
夏
休
み
期
間
中
の
「
子
ど
も
水
泳

教
室
」
お
よ
び
「
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教

室
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
専

門
講
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

◦
対
　
象　
子
ど
も
水
泳
教
室
：
幼

児
（
５
・
６
歳
）、
小
学
生

　
４
泳
法
：
中
級
者
以
上
の
泳
力
の

あ
る
方

　
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
：
意
欲
の
あ
る
健

康
な
方

◦
募
集
期
間　
６
月
２
日
㈭
～
６
月

23
日
㈭
ま
で

◦
受
講
料　
小
人
＝
２
、
８
０
０
円

　
大
人
＝
４
、
４
０
０
円

※
町
外
者
に
つ
い
て
は
募
集
期
間
、

受
講
料
が
違
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎（
83
）１
１
０
０　
有
線
２
６
２
０

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

標
語
を
募
集
し
ま
す

　
毎
年
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
で
す
。
国
民
一
人
一
人
が

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
主
体
的
な
関
わ
り
を
持
て
る
よ

う
に
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
す
る
か
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
期
間　
４
月
15
日
㈮
～
６
月

14
日
㈫

◦
募
集
内
容　
児
童
虐
待
問
題
に
関

し
、
国
民
一
人
一
人
の
意
識
啓
発
を

図
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
、
覚
え
や
す

い
標
語
。

■問
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家

庭
局　
総
務
課
虐
待
防
止
対
策
推
進

室　
☎
03（
５
２
５
３
）１
１
１
1

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/

houdou/0000120910.htm
l

募
　
　
集

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、不用品の片付けなども承ります。

矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材守屋石材守屋石材
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,719人（－13） 
　男　     7,022人（－  7） 
　女　     7,697人（－  6）
世帯数　  5,363世帯（＋4）

平成28年５月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ心

配
ご
と
相
談

◦
と
　
き　
６
月
１
日
㈬
、
17
日
㈮

　
午
前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど　

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
１

美
川
地
区
家
庭
大
型
ご
み

収
集
を
実
施
し
ま
す

◦
と
　
き　
６
月
５
日
㈰　
午
前
８

時
～
午
前
10
時

◦
と
こ
ろ　
美
川
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
駐
車
場

◦
回
収
可
能
な
も
の　
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
、
扇
風
機
、
ス
ト
ー
ブ
等
の
家
電

製
品
、
金
属
家
具
や
自
転
車
（
タ
イ

ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
切
っ
た
も
の
）、

陶
磁
器
等

◦
回
収
で
き
な
い
も
の　
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
木
製
家
具
や

段
ボ
ー
ル
等
の
可
燃
ご
み
等

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
１

「
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」

開
催
の
お
し
ら
せ

◦
と
　
き　
６
月
４
日
㈯　
午
前
10

時
～
午
後
２
時

◦
と
こ
ろ　
役
場
南
駐
車
場
内
お
よ

び
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル

◦
内
　
容　
お
も
ち
ゃ
王
国
「
あ
そ

び
の
体
験
教
室
」、
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
、

あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
等

■問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）３
８
６
６　
有
線
９
６
２
２

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
め
21
や
か
げ

☎（
83
）０
３
１
１

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動

調
査
に
ご
協
力
を

　
町
内
の
事
業
所
や
企
業
を
対
象
に

６
月
１
日
時
点
の
「
平
成
28
年
経
済

セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
都
道
府
県
知
事
任

命
し
た
調
査
員
が
調
査
票
を
直
接
配

布
し
ま
す
。
調
査
員
は
必
ず
「
調
査

員
証
」
と
「
従
事
者
用
腕
章
」
を
身

に
付
け
て
い
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
内
容
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
厳
格
に
管
理
・
保
護
さ
れ
ま

す
。

■問
総
務
企
画
課
企
画
係

☎（
82
）１
０
１
０　
有
線
０
５
２
１

高
齢
者
向
け
給
付
金（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
）が
支
給
さ
れ
ま
す

　
「
1
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に

向
け
て
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
高
齢
者

の
方
を
支
援
す
る
た
め
、「
高
齢
者
向

け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
）」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◦
対
象
者　
平
成
27
年
１
月
１
日
現

在
で
、
矢
掛
町
に
住
民
登
録
が
あ
り

次
の
①
～
④
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
平
成
27
年
度
の
住
民
税
が
か
か
っ

て
い
な
い
人

②
平
成
27
年
度
の
住
民
税
が
か
か
っ

て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
人

③
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な

る
人
（
昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
生

ま
れ
）

④
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

◦
支
給
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き
３

万
円

◦
支
給
時
期　
平
成
28
年
６
月
以
降

順
次

◦
申
請
方
法　
対
象
と
見
込
ま
れ
る

方
に
は
、
５
月
上
旬
に
申
請
書
類
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
保
健
福
祉
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
書
類
が
届
い
た
人
で
も
審
査

の
結
果
、
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

◦
申
請
期
間　
５
月
９
日
㈪
～
８
月

９
日
㈫　
※
当
日
消
印
有
効

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
３
２

相
　
　
談

お
知
ら
せ

平成28年度年金額・
保険料額についての
お知らせ
平成28年度年金額（年金受給者の方がもらえる額）
　平成28年度の年金額（年金受給者の方がもらえる額）は、
法律の規定により、物価・賃金によるスライドは行われず、
年金額は平成27年度と同じとなります。
※年金額は現役世代の賃金水準に連動する仕組みとなってお
り、毎年度変動するようになっています。

平成28年度の国民年金保険料額
　平成28年度の国民年金保険料額は月額16,260円となり
ます。（平成27年度から670円の引上げ）
※国民年金保険料の額は、平成１６年度の価格水準で規定
された額をもとに名目賃金の変動に応じて毎年度改定されま
す。
■問町民課国保消費生活係　☎（82）1011　有線0551
　 倉敷西年金事務所お客様相談室　☎086（523）6395

有料広告
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狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

　
今
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び

狩
猟
初
心
者
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◦
開
催
会
場
・
日
時
お
よ
び
申
込
期
限

◦
費
　
用　
初
心
者
講
習
会
＝
４
千

円
（
２
種
目
受
講
し
て
も
受
講
料
は

同
額
）

狩
猟
免
許
試
験
＝
５
千
２
百
円

◦
免
許
種
別　
網
猟
、
わ
な
猟
、
第

１
種
銃
猟
、
第
２
種
銃
猟

※
申
し
込
み
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

庁
舎
に

防
災
用
発
電
機
を
設
置

　
災
害
時
に
、
庁
舎
が
停
電
し
た
場

合
で
も
、
災

害
対
策
本
部

等
の
機
能
が

図
れ
る
よ
う
、

庁
舎
２
階
屋

上
に
防
災
用

発
電
機
を
設

置
し
ま
し
た
。

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係

☎（
82
）１
０
１
０　
有
線
０
５
１
３

「
く
ら
し
き
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設

　
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

無
業
状
態
の
若
者
（
15
歳
～
39
歳
）

を
支
援
す
る
た
め
、「
く
ら
し
き
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

が
４
月
１
日
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
個
別
相
談
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
訓
練
、
就
労
体
験
な
ど
に
よ
り
職

業
的
な
自
立
を
支
援
し
ま
す
。
ま
ず

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
設
置
場
所　
倉
敷
市
阿
知
３
︱
20

︱
29
元
町
ビ
ル
２
階

◦
開
所
時
間　
月
～
土
曜
日　
午
前

９
時
～
午
後
６
時
（
日
祝
、
年
末
年

始
は
休
み
）

■問
㈱
や
ま
と
（
岡
山
県
産
業
労
働
部

労
働
雇
用
政
策
課
）

　
☎
０
８
６（
４
３
０
）５
６
０
２

６
月
１
～
７
日
は

水
道
週
間
で
す

　
６
月
１
～
７
日
の
１
週
間
、
第
58

回
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
水
道
週
間
は
、
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
水
道
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
理

解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
公

衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
水
道
事
業
の
今

後
の
発
展
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課　
☎（
82
）０
１
７
３

有
線
０
５
７
０
・
４
７
７
０

平
成
28
年
度
電
波
の
日
・

情
報
通
信
月
間
に
つ
い
て

　
総
務
省
で
は
毎
年
６
月
１
日
を「
電

波
の
日
」
と
し
て
定
め
、
電
波
の
利

用
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
向
上
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
５
月
15
日
か
ら

６
月
15
日
ま
で
の
期
間
を
「
情
報
通

信
月
間
」
と
し
て
定
め
、
豊
か
な
生

活
を
実
現
す
る
情
報
通
信
に
つ
い
て

広
く
国
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

■問
中
国
総
合
通
信
局

　
☎
０
８
２
（
２
２
２
）
３
４
０
１

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

６
月
２
日
㈭
・
９
日
㈭
・
13
日
㈪
・

16
日
㈭
・
17
日
㈮
・
21
日
㈫
・
24
日

㈮
・
28
日
㈫　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

６
月
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
20
日
㈪
・

27
日
㈪　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１　
有
線
９
６
０
９

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ　
６
月
26
日
㈰
＝

矢
掛
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　
午
前

９
時
～
正
午

◦
内
　
容　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

■問
井
原
消
防
本
部
警
防
課

　
☎（
62
）１
２
６
０

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
４
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税　
中
原
敏
夫
、
中

原
秀
雄
（
倉
敷
市
）、
佐
藤
範
宏
（
北

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（3 月申請分）６月   7日㈫ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（4 月申請分）５月17日㈫

小児・心身障害者および
ひとり親家庭等医療費

（4 月申請分）
５月30日㈪

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532児童手当（2 〜 5 月分） ６月   7日㈫

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
固定資産税（1 期） 5月31日㈫ 5月31日㈫
水道料金・下水道使用料

（農業集落排水使用料を含む）
（山田・川面・中川地区）

5月25日㈬ 5月31日㈫

※ 口座振替の人は、前日までに残高を確認してく
ださい。

　 納税・納付は安全・便利・確実な口座振替を
ご利用ください。

会　場 初心者講習会日時 狩猟免許試験日時 申込期限

マービーふれ
あいセンター

６月11日㈯
午前９時〜午後４時

６月19日㈰
午前９時〜 ５月30日㈪

体験学習施設
百花プラザ

７月31日㈰
午前９時〜午後４時

８月10日㈬
午前９時〜 ７月19日㈫

グ リ ー ン
ヒルズ津山
リージョン
センター　

7月���3 日㈰
午前９時〜午後４時

7月���8 日㈮
午前９時〜 ６月20日㈪

8月21日㈰
午前９時〜午後４時

8月26日㈮
午前９時〜 ８月 8日㈪
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◦犯罪・交通事故発生状況（平成 28年 4月末現在）

井原警察署
矢掛幹部派出所

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣
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荒
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き
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車
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詐
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犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

４　月 10 0 0 0 6 2 0 0 0 0 2 0 0 0 37 2 0 35
累　計 16 0 1 0 6 3 0 0 1 0 4 0 0 1 115 7 0 108

（前年比） -1 -2 +1 0 +5 +2 0 0 -1 0 -3 -2 -1 ±0 +15 -7 0 +22

※４月の物損交通事故の発生が３５件と急増しています。事故形態では、道路外逸脱が８件も発生しています。道路外逸脱とは、道路外
の工作物に衝突したり、用水等に転落した交通事故を言いますが、主な原因はスピードの出し過ぎでハンドル操作を誤ったり、安全確認
が不十分なことがあげられます。これらの事故は一歩間違えれば大事故につながります。法令で指定された速度を守ることは当然ですが、
道路状況にあった安全な速度で運転し、周囲の安全を十分確認して運転しましょう。
　また、高齢者の方が自転車でバランスを崩し、用水に転落するという事故も発生しました。バイクや自転車はバランスを崩しやすく、
危険も伴います。それぞれの特性を理解し、確実な運転操作を心掛けましょう

　県南西部（児島、倉敷、玉島、笠岡、総社）を中心として、
警察官を騙った特殊詐欺が多発しています。警察本部捜
査第二課や警察署の刑事課などの警察官の名前（サクラ
イ、ナカムラ、イトウなど）を名乗り、「詐欺事件で犯人
を捕まえたら、あなたの口座があった。口座を凍結する。」
と不安を煽り、「家に取りに行くので、銀行でお金をおろ
してください。」と言って自宅に警察官や銀行員を名乗る
犯人が訪れ、お金を渡してしまったケースも発生しまし
た。
　警察官がお金を取りに行くことはありません。一人で
判断せず、必ず家族に相談して、不審な電話は、警察に
通報してください。

車のナンバープレートは、見やすく表示！（ナン
バープレートの表示義務が明確化）
　これまで「番号を見やすいように表示しなければなら
ない」とだけ定められていたナンバープレートですが、
平成28年４月１日以降
　○ナンバープレートをカバー等で被覆すること
　○シール等を貼りつけること
　○回転させて表示すること
　○折り返すこと
等が禁止され、新基準により位置や角度が数値で明確に
規定されました。ナンバープレートは正しい位置に見や
すく表示しましょう。

警察官を騙った特殊詐欺事件が多発！

 

①家庭で　手をかけ  目をかけ  声をかけ
②我が家のルール　親子で作って  一緒に守ろう
③地域で　一人じゃないよ  地域の中で子育てを

 
 

 
   

　平成25年度からの3年間、町内の全幼稚園・小学校・中学校で、平成26年
度からは、町内の全保育園の保護者を対象に親育ち応援学習講座を延べ52回
開催してきました。
　参加者の保護者や教職員が講座で学んだ子育てのポイントを「やかげ子育て
3カ条」にまとめました。家庭と地域が協力して、矢掛町の未来を担う子ども
たちの健やかな成長を支えていきましょう。 やかげ子育て3か条

親育ち応援宣言親育ち応援宣言親育ち応援宣言
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こ
の
度
、「
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
お
い
て
矢
掛
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
部
門
（
町
村
部
）
で
総

務
大
臣
賞
と
読
売
新
聞
社
賞
を
ダ
ブ
ル

受
賞
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平

成
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４
月
に
リ
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ー
ア
ル
し
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
面
で
は
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歴
史
あ
る
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掛
町

ら
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さ
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表
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齢
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見
や
す
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今
後
も
、「
広
報
や
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げ
」

と
と
も
に
皆
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ん
に
矢
掛

町
の
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報
を
わ
か
り
や
す

く
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て
い
き
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。

ま
だ
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方
は
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の
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会
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ひ
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セ
ス
し
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
！

探究合宿  実施 ４月 27日㈬～ 28日㈭ 探究コース１年生

　普通科・探究コース１年
生恒例の「探究合宿」が連
休前の４月末、サントピア
岡山総社で実施されました。
入学して間もない一年生で
したが、いろいろな勉強方
法を学び、自己分析や他者
理解のアクティビティを通
じ、クラス全体で勉強に集
中していく姿勢を身に付け
ました。

矢掛高校の進学・就職実績（平成27年度卒業生の場合）
　各コースの特徴を活かしながら、自身の未来に向けて高校を
巣立っていった卒業生たち。平成27年度の進学・就職状況は次
のようになっています。

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp

特
集

【国立大学進学】
鳥取大学（地域）　島根大学（総合理工）
岡山大学（工×２、経済×２）
香川大学（農､経済×２）　愛媛大学（法文）
高知大学（理）
【公立大学進学】
都留文科大学（文）　神戸市外国語大学（外国語）
公立鳥取環境大学（環境、経営×３）
島根県立大学（総合政策）
岡山県立大学（情工×３、保福×２）
尾道市立大学（経済情報）　北九州市立大学（法）
【主な私立大学合格】
明治大学　同志社大学　関西大学
ノートルダム清心女子大学×3
就実大学×5　川崎医療福祉大学×7
岡山理科大学×3　松山大学×2
広島修道大学　桃山学院大学　など
【主な就職】
公務員（小・中学校事務）
倉敷かさや農業協同組合
日本郵政株式会社 中国支社
福山スチールセンター
九州ジージーシー株式会社 岡山工場
株式会社モンテール
株式会社山陽マルナカ　など

普通科・探究コース
計 27名
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